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１．2025年２月期第３四半期の連結業績（2024年３月１日～2024年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年２月期第３四半期 21,811 △1.6 626 △24.7 652 △24.0 394 △27.1

2024年２月期第３四半期 22,169 6.8 832 10.4 858 9.5 540 14.5
(注) 包括利益 2025年２月期第３四半期 394百万円( △27.1％) 2024年２月期第３四半期 540百万円( 14.5％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年２月期第３四半期 30.76 －

2024年２月期第３四半期 42.17 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年２月期第３四半期 11,371 6,348 55.8

2024年２月期 10,766 6,120 56.9
(参考) 自己資本 2025年２月期第３四半期 6,348百万円 2024年２月期 6,120百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年２月期 － 0.00 － 13.00 13.00

2025年２月期 － 0.00 －

2025年２月期(予想) 13.00 13.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年２月期の連結業績予想（2024年３月１日～2025年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,300 △1.5 620 △29.3 650 △28.6 390 △35.3 30.44
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年２月期３Ｑ 12,812,000株 2024年２月期 12,812,000株

② 期末自己株式数 2025年２月期３Ｑ 280株 2024年２月期 280株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年２月期３Ｑ 12,811,720株 2024年２月期３Ｑ 12,811,720株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に
当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く
ださい。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間（2024年３月１日～2024年11月30日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善

するなか、概ね緩やかに回復している一方で、中国における不動産市場の停滞及び中東情勢・ウクライナ情勢など

が海外景気の下振れリスクとなっており、不透明な状況が続いております。

小売業界においては、インバウンド消費の拡大や個人消費の一部持ち直し等により堅調な需要が続いているもの

の、エネルギー価格や原材料価格の高止まり、並びに人件費の高騰をはじめとしたコスト増による物価上昇が継続

しており、引き続き予断を許さない経営環境となっております。

このような状況のもと、当社グループは引き続き徹底したローコストでの店舗運営を推進すると共に、ＪＶ商品

（※）やオリジナル商品の取扱強化、並びに居抜き物件中心の店舗網拡充を図り「人々の生活を支えるインフラ

（社会基盤）となる」という企業理念の下、地域における生活便利店としてチェーンストア経営に注力して参りま

した。

当第３四半期連結累計期間の業績は、主力であるペットボトル飲料は引き続き好調に推移しましたが、仕入原価

の高騰が続くなかロープライス戦略堅持のため販売価格への価格転嫁をやや抑制方向で運営したものの、販売数量

が思うように伸ばせず遺憾ながら減収となりました。また、収益面では、積極的な新規出店に伴う地代家賃等の増

加や自社物流の適正化に向けた新たな倉庫費用、トラックの増車を含む車輌関係費用等の前向きな投資に係るコス

ト増等により、減益の結果となりました。

出店状況については、５月に東京都東村山市の「東村山青葉町店」、７月に茨城県常陸太田市の「常陸太田宮本

町店」、９月に栃木県那須烏山市の「那須烏山店」、10月に群馬県前橋市の「前橋北代田店」が開店し、直営店舗

数は116店舗となりました。

また、当社オリジナル商品の「尚仁沢の天然水」、「はじける強炭酸水（天然水の炭酸水）」はいずれも当初計

画を上回る好調な販売を維持し当社全体の業績を牽引するなど、着実にＰＢ商品の取扱いが強化されております。

子会社株式会社尚仁沢ビバレッジにおいては、前年同期比約２倍の生産量を継続し、引き続き連結業績に寄与して

いる状況です。なお、工場内倉庫の新築工事も順調に進み、計画通り本年２月に竣工予定となっております。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間は、売上高21,811,673千円(前期比1.6％減)、営業利益626,480千円(同

24.7％減)、経常利益652,240千円(同24.0％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益394,050千円(同27.1％減)と

なりました。

なお、当社グループにおいては、小売事業以外の重要なセグメントはありませんので、セグメントごとの経営成

績の記載を省略しております。

（※）ＪＶ（ジェーソン・バリュー）商品

当社グループの特別な集荷努力により、お客様と当社グループ双方にとってより有利さを実現した商品。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて605,214千円増加し、11,371,576千円と

なりました。これは主に、建設仮勘定を含む有形固定資産が262,727千円および商品及び製品が207,765千円増加し

たこと等によります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べて377,716千円増加し、5,023,112千円となりました。これは主に、買掛金

が240,000千円、未払金が98,732千円およびリース債務を含む有利子負債が44,795千円増加したこと等によりま

す。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて227,497千円増加し、6,348,464千円となりました。これは、利益剰余

金が227,497千円増加したことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年２月期の連結業績予想につきましては、本日公表（2025年１月14日）いたしました業績予想に変更はあり

ません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年２月29日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,220,983 4,257,960

売掛金 433,983 485,427

商品及び製品 2,435,756 2,643,522

原材料及び貯蔵品 16,788 22,720

その他 188,499 209,227

流動資産合計 7,296,010 7,618,859

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,127,166 2,183,427

減価償却累計額 △1,566,418 △1,602,611

建物及び構築物（純額） 560,747 580,816

機械装置及び運搬具 277,666 405,239

減価償却累計額 △250,769 △273,799

機械装置及び運搬具（純額） 26,897 131,439

工具、器具及び備品 504,245 571,110

減価償却累計額 △464,987 △477,623

工具、器具及び備品（純額） 39,257 93,487

土地 1,105,718 1,105,718

リース資産 411,331 379,819

減価償却累計額 △138,532 △145,384

リース資産（純額） 272,799 234,435

建設仮勘定 12,660 134,911

有形固定資産合計 2,018,080 2,280,808

無形固定資産

のれん 900 813

その他 158,999 157,964

無形固定資産合計 159,900 158,778

投資その他の資産

敷金及び保証金 958,102 977,574

繰延税金資産 199,533 199,002

その他 134,734 136,553

投資その他の資産合計 1,292,370 1,313,130

固定資産合計 3,470,351 3,752,717

資産合計 10,766,362 11,371,576
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年２月29日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,092,098 2,332,098

短期借入金 200,000 318,000

1年内返済予定の長期借入金 343,671 381,201

リース債務 75,204 69,624

未払金 364,295 463,027

未払法人税等 166,907 125,146

賞与引当金 36,449 62,655

資産除去債務 - 1,100

その他 181,451 157,515

流動負債合計 3,460,078 3,910,368

固定負債

長期借入金 191,564 129,022

リース債務 244,070 201,458

繰延税金負債 1,120 7,282

役員退職慰労引当金 376,980 389,721

退職給付に係る負債 178,550 180,943

資産除去債務 176,383 188,314

その他 16,647 16,000

固定負債合計 1,185,317 1,112,743

負債合計 4,645,396 5,023,112

純資産の部

株主資本

資本金 320,300 320,300

資本剰余金 259,600 259,600

利益剰余金 5,541,123 5,768,621

自己株式 △57 △57

株主資本合計 6,120,966 6,348,464

純資産合計 6,120,966 6,348,464

負債純資産合計 10,766,362 11,371,576
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年３月１日
至 2023年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年３月１日
至 2024年11月30日)

売上高 22,169,374 21,811,673

売上原価 16,419,274 16,130,704

売上総利益 5,750,099 5,680,968

販売費及び一般管理費 4,917,840 5,054,488

営業利益 832,259 626,480

営業外収益

受取利息 1,631 1,327

受取手数料 14,454 12,817

固定資産賃貸料 8,667 7,763

その他 7,381 10,653

営業外収益合計 32,134 32,561

営業外費用

支払利息 4,728 5,356

固定資産賃貸費用 952 902

その他 542 542

営業外費用合計 6,223 6,800

経常利益 858,170 652,240

特別損失

固定資産除却損 - 2,729

特別損失合計 - 2,729

税金等調整前四半期純利益 858,170 649,510

法人税、住民税及び事業税 307,555 248,767

法人税等調整額 10,284 6,692

法人税等合計 317,839 255,460

四半期純利益 540,330 394,050

親会社株主に帰属する四半期純利益 540,330 394,050
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年３月１日
至 2023年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年３月１日
至 2024年11月30日)

四半期純利益 540,330 394,050

四半期包括利益 540,330 394,050

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 540,330 394,050
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

当社グループの事業セグメントは、小売事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略し

ております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年３月１日
至 2023年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年３月１日
至 2024年11月30日)

減価償却費 124,683千円 138,269千円

のれんの償却額 86 86


